
























然だろう。しかしまたそうであるかぎり、こうした現象が生じるのも当然のように思われる。というのも、セザンヌの絵は、そのすべてに美的価値を認めねばならないとするならば、近代絵画を含む膨大な数の絵画を見その経験に基づいて審美観を磨いた者の美についての常識を、 きに完全に超越し、あるいは逸脱してしまうからである。彼の絵のすべてを認める限り、もはや自分 中にあるある統合した美的基準によって絵を判断するということが困難になり、 〈美とは何か〉がわからなくなる。率直に言う セザンヌの絵の中には一群の不可解な絵があって の絵 がまっ く理解でき い、自分の感覚の判断に忠実であろうとすれば、セザンヌの絵の素晴らしさをよく知り、かつセザンヌ 最終的に絵画において実現したものの価値に一片の疑いも持っていな にもかかわらず、セザンヌに対す 疑いが生じてしま 、と うことである。下手なセザンヌ、失敗したセザンヌ、鈍感なセザンヌ 奇妙なセザンヌ、 、孤高のセザンヌ、崇高なセザンヌ 不世出の天才セザンヌの片隅に同居する居心地 悪さを、抱えてしまうのである。
もっとも、人はある対象を理解しようと努力しながら、ついにそれを理解しえなかったとき、しばしば自分










また、簡単に取り外せない大作ならば、彼が店内に入って来ても その眼に触れぬよう、初めから目 つかぬ場所に避難させておいたという。それは、セザンヌが、こんなものは無価値だと、そこにある自作を破壊しようとする らであた。そうした初期の作品の中でも、タンギーは 現在彼の「ロマン主義時代」の傑作とされている一八七〇
1868年頃製作　
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わることはよくあることである。また、初期に追求していた美とはまったく別の美を見出し、その探究に移った画家が、自分の真価を毀損させそうな過去の作品を破棄したくなるのはきわめて自然な行動であろう。その限りにおいて 進展したのである。もっとも、セザンヌの作品破棄の意志は一貫せず、基準も他者に左右されることがあって曖昧ではある。しかし 彼の作品の変化の跡 見る限り、彼がそれま の自己を否定することによってより高い段階に達しえたことは疑いない。そして、そう こ は一度や二度ではなかったであろう。
セザンヌは矛盾に満ちた画家である。そして、挫折 満ちた画家である。しかも それを糧に変貌 た画家
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それは自らを恃んでいたから はないだろう。父の希望に沿って進学したエクサンプロヴァンス大学法学部での、法律の勉強が自分にはまったく向いておらず、嫌で嫌でたま ない それに対して、パリ 出 ばゾラと再会でき、また愉快な生活が始められる、つまり、絵の道を選択すること エクスの暗鬱な生活を一挙に変えることになる。その希望が、おそらく彼を後押したのである。もちろん、セザンヌ 絵画に情熱を持っており、画家になることを夢見てはいた。し し、同時に、自分の才能に対する強い不安も抱えており ずっと一歩を踏み出せないで来た。その葛藤を打ち砕い ものは、技量の進歩による自信ではなく、現状に対する嫌悪から芽生えたパリ生活への期待だったの は いか、と うことである。だとすれば それは前向 積極的な選択ではなく、分かり切った暗鬱な未来を避け と思って行なわれた腰 引け 選択ともいえる。ともあれ、いったん決意したセザンヌは頑固であり、それを見て腹をくくった父は一緒 上京し、一人暮らしをする息子のために生活の段取りをつけ 毎月、ゾラ 最初 就職し とき得た月給 二、 五倍 当たる百五十フランを、生活費として与えること した。こうしてセザンヌに画業への道 開け
セザンヌは、パリに部屋を借りると早速、シテ島の有名な画塾、アカデミー・スイスに登録 た。しかし画
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塾に登録したとはいっても、この塾を経営するシャルル・スイスは元モデルで画家ではなく、ここでは他の画塾と違って絵の指導 一切行われていなかった。アカデミー 、塾費が月十フランと安価であったことから、も ぱら画家や画学生たちが人体デッサンの練習や下絵の準備のために利用していた。当時ここには、コロー、マネ、ピサロ、カロリュス＝デュラン等がその必要に応じて通っており、こののち間もなくするとモネも通うことになる。
このアトリエに、セザンヌは登録以来毎日勤勉に通い、午前中ひたすらデッサンに明け暮れた。おそらくは
父との約束で、国立美術学校受験の準備をし いたと考えられる。そうしたある日、彼 アルマン・ギヨマンと知り合い、ギヨマンを通じて と知り合いになった。ピサロは既出のセザンヌの言葉が物語るとおり、将来の大セザンヌへの道を開くき かけをなす重要な画家だが、そうし 画塾における幸運は後になって初めてわかることで、この頃セザンヌは画塾でかなりつらい仕打 にあっていた 彼は、その独特の性格と不器用なデッサンのために 画学生たちの物笑いの種にされて たのである
パリには言うまでもなくフランス中から才能が集まる。当時、そうした彼らのほとんどは、モネのような少













するアカデミーの伝統と基準が力を失い、その教育に魅力が認められなくなってゆくのと連動して衰微してゆくが、セザンヌの青春期は、その端境期に当たっていた。当時、絵画が国家のものから市民のものへ、 〈大絵画〉から〈小絵画〉へと移行しつつあったとはいえ、まだまだ絵画の頂点には国家が君臨し、国家が買い上げる絵 こそが、また国家が記念建造物 装飾 依頼する画家こそが、万人の認める最高 絵画と画家でありそのような芸術家を生み出すための組織であるアカデミーとその管轄下にある国立美術学校こそが、 になろうとする者の歩むべき王道であった。だから、デッサンは画家になるための必須の条件であり、不器用な彼のデッサンは、アカデミックな技術を身 付けた「美術学校から来た無能ども」 軽蔑を喚び起さずにはいられなかったのである。
ゾラはかねてより、セザンヌには芸術家にとって最も重要なポエジーがあり、あとは職人の技術を自分のも
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しかし、サロン入選はセザンヌの悲願だった。かつて彼は、ついに独力でそれを果たせず、審査委員となった友人ギュメに頼んで、彼の「弟子」という無審査資格を手に入れてようやく出品に漕ぎつけた。だから、この一言には、終生彼がどれほど巧みな手に憧れ、自分の不器用さ コンプレクスを抱いていたかを窺わせるものがある。しかも、わが道を見つけてからであってなおそうだったとすれば、人生の門 に自分を鼓舞してパリへ出、その最初の一歩で嘲笑を浴びたことは、誇り高い心に相当にこたえたであろう。 のとき、絵の道は、もともと腰の引けた決心しかなかったセザンヌにどう映 始めた ろうか。徐々に自分の能力を深刻に捉えるようになり、自分には画家になる才能どなく、田舎 帰ってつましく暮らすしかない、と不安の虜となっ ことは想像 難くない。上京後約四ヶ月たった 様子を、ゾラはバイユ宛の手紙 次のよう したためている。「セザンヌは、しょっちゅう意気消沈の発作に襲われている。うわべでは、栄光など軽蔑する、とうそぶくけれど、ぼくの見るところ出世したくてたまらないんだ。気持ちの空模様が悪くなると、彼はエクスに戻ってどっかの店の店員になる、というようなこと以外言わなくなる。そう と、ぼ の方は に、そんなふうに田舎に戻るなんてばかだと証明してやるために、大演説を打たなければならなくなる。それには彼も簡単に同意して、また仕事に戻りはする。ところが、そ 考えは彼の心に巣食っているんだ。もう二度もすんでのところで帰るところだった。まったく、そのうち逃げちゃう じゃないかと恐ろしいよ。（中略（この手紙をまた書き始め いるんだけど、それは、君にさっき言ったことが、実際、昨日、日曜日に起こったからなんだ。ぼくがポールの に通って行 ときの と、あいつはまったく冷静な調子で、 ま、
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える〈画家の天分〉ではなかったのだろうか ゾラ それを、セザンヌほどの素地があれば、修練によって獲得しう ものとして、重要視していない。しかし、それもまた天性のも であり努力には限界があった。彼には、生涯、その芸術を実現する上で「不器用」 （セザンヌ研究の大家リウォルドは慎重にそういう言い方をしている
（
という困難があったのである。一方、 「そうなるために必要な天分」なら、如何なる画家より頑固に
持っ ことを、彼 これ の生涯が証明することになる。
話を戻そう。パリで最初の挫折を経験したセザンヌは、しばらくは父の銀行に勤務し 夜間、市のデッサン学校に通いな
がら趣味として絵画をやろ としてみ 。してはみたものの、彼は、結局、父の望むように生きることはできないことを今度こそ明確に自覚することになった。かく 、翌年、彼は再びパリに舞い はや背水の陣で、画家の道を行く決心をする。それ以降、セザンヌ 、自分に欠けた天分 別の豊かな天分、つまりゾラの言う「芸術 ポエジー」で埋めながら、長い間まったく認められるこ く、孤独に耐えて、自分の絵画
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の可能性を追求し続けることになる。
セザンヌには、おそらく、形がすば









外界としての「自然」をどう描くか深く探求し逡巡していたことを物語る。しかし、そればかりではあるまい。探究以前に、何よりも、動くと彼は描けな なるのである。モデルになった人間は石膏像のようでなければならない。だから ついには セザンヌ 、花瓶に挿した生花さえ造花に取り換える。それが意味することは、彼にとって対象の第一条件は、変化しないこと、不動のこと、なのである。そこではもはや、対象から立ち上るそれそのものの時間的で本質的な印象、生きた美の印象が問題ではなくな うした のがモチーフになることなど彼にはないだろう。セザンヌは、美を別なところに探究する。それは、おそらく、彼 天分がそうさせ のであり、それが新たな絵画の革命をもたらすのである。だとすれば、彼の欠点は利点になったということが可能ではないだろうか。しかし、そこにたどり着くま には、まだ遠い道 りがある。まず セザンヌがどういう絵を描こうとしたか、そのためにどう試行錯誤し、どういう挫折を重ねたか、その結果、新 に彼はどうい 道へ歩み出したか、しばらくはそ 変貌への過程を見てゆきたい。
ゾラと印象派ゾラには、ついに、印象派が理解できなかった。これは、おそらく、いまや誰も異論を差し挟めない傷まし
い事実であろう。もっとも早くセザンヌの才能 気づき、ま きわめて早い時期にモネの天才を発見し、彼ら印象派を激賞し激励し、公私にわたって彼らと親しく交わり支援し続けてきたゾラが、ついに印象派の絵画の本質を理解できなかったのである。ゾラは、世間がマネを攻撃し嘲笑 い ときに マネ 絵画 斬新さと重要性を認め、敢然と擁護の大論陣を張った。激し 筆致で当 主流をなすアカデミー絵画を攻撃しつつ、マネの才能を称賛し続けた。そのために、彼のサロ 評を掲載 新聞『エヴェンヌマン』は 読者から激
66

























と見る幾人かの画家を取り上げながら、批評的報告を行う。そ 中で、彼は、これ で称賛し続け きたマネを改めて取り上げ、この十三年の間に心中に兆し 徐々に醗酵 、とう う抑えられなくなったマネの絵画へ
68
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の疑いを、はじめて明確に表白している。「私は、エドゥアール・マネの名をまだ挙げ なかった。彼は印象派の画家たちのリーダーである。サロンには、彼 複数の絵が展示されている。彼には正しい色調を見分ける大変透徹した眼があることから、クールベ以後、そ 運動を引き継いでいる。彼がなぜ長い間大衆の無理解と戦わねば らなかった 、それは彼が制作において遭遇す
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ロマン主義の代表作を生みだし ゆく 、いずれ 作品においても、繰り返し仕上げ 不完全であるとの批判を受けた。
しかし、どのような筆使いをするか、どこで制作を止めるかは、個々の絵画芸術の本質にかかわる問題であ




















けて、形と色彩の単純化に努めた画家である。それを推し進めることによって、まったく新しい絵画技法を確立した画家であった。そ 最も見事な例の一つをゾラが感銘 受けた『笛を吹く少年』に見ることができるだろう。ここに描かれ いる少年のズボンの赤は、陰影を出すためにところどころ黒が混ぜられ いるだけで、単一の色であり、波打つ布地を表現している は、同じ赤に黒
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混ぜた一本の線である。しかも一気呵成に引かれている。迷いのない大胆な太い筆の線だけで、ズボンの布地の厚みも素材も柔らかさ具合も、見事に表現されている。そ て少数色による単純な色彩構成は、鮮烈で力強い印象を見る者に与える。背景も、余計 要 をいっさい捨てて本質的なものだけに集約すために、省略し ある。マネは、限定した色と大胆な筆遣いで、これまでの絵画にない全く斬新な絵画を作り出し いるのである。
同様のマネの天才ぶりは、 『ベルト・モリ
ゾの肖像』にも見ることが きる。この絵は




の言うとおり、 「うまく描けた時、その絵は傑出したものとなる。絶対的な真実と並外れた腕の冴えを見せる作品となる。しかし、迷いが生じてしまうと、彼の絵は不完全でバランスの欠いたものになる」 。さらに踏み込んで付け加えるなら、マネの手法は、マネが本質を捉え損なうと、色彩も形も単純化されるだけに、大雑把で看板絵のような薄っぺ い、仕上がっ いない作品に見える危険と隣り合わせなのである。 もかかわらず、これこそがマネ 確立した新 絵画手法であり これなくして 近代絵画の革命はありえなかった。ゾラには、同時代を描くマネの風俗画家として 斬新さとその価値、そ これまでに かった明るく大胆な色遣いのできる卓越した感覚に関しては十二分に理解しえた。しかし ついに、線を棄て大胆に単純な色塊を置くマネの革命的な絵画手法については充分に理解することができ ったのであ 。 ちろん、そこにはマネの絵が持つ主題の問題もある。 『草上 昼食』や『オランピア』が明確に示してい ように、マネの絵には、文法がまったく違うものの、伝統 画と同じ一種の文学性があり、寡黙 ものと饒舌なものとの差はあるが、様々なことを語りかける。そ 意味で は過渡的な画家であ 。にもかかわらず マネは主題の選び方や人物配置と表情など、テーマに関わる描出が作品によっては必ずしも巧み はない。そのため、全体としてハーモニーを奏でられず、逆に不協和音が鳴っていると感じられるもの る。そう た絵を幾枚も見たゾラは マネに「絵画の自然主義者」として強い共感を覚えながらも、彼を偉大な芸術家と て総括しうるのか、疑い続けてきた。しかも、ゾラが共感す マネの自然主義は、 「自然」をどう捉え かという純粋絵画 問題としての自然主義に重きがあるのではなく、直 現実を見 何らか 意味を担うその現実を描出するという、テーマ性により重きのある自然主義であった。それは彼 画家で く文学者であるから当然とも え そ ためにゾラは、マ が選んだ描法の意味と成果を十分に見 ことができず、結果 マネの絵が持っている画
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『緑衣の女』はモネの技量を証明する初期の優れた作品であることは言を俟たない。しかし、モネがモネたる価値を発揮した代表的作品であるかといえば、まったくそうではない。彼の中では、最もアカデミック 、最も「仕上がった」 、あまりモネらしくない作品である。ゾラが評価するのは、そういう作品なのである。だ ら、ゾラは、現代ではほとんど顧みら
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に入ることを選んだ。彼はそこで師の指導を受けて認められ、翌年合格を果たすが、入学後も当時の通例に従って引き続き画塾に通って薫陶を受け続ける。彼の絵は、ミレーのようなテーマと明るい色調に関しては、伝統的なアカデミー絵画の枠組みから外れるが、全体として 明らかにゾラがかつてマネ擁護のために激しく糾弾した絵画に近い。要するに、線を重んじ正確な輪郭を表現の基礎とする古い絵であり 何ら新しい「形態」も「技法」もそこに見ることはできない。ゾラは、バスティアン＝ルパ ジュの印象派に対す 優位性を「自分の印象を表現する術を知っている」描写技術と「印象派の霊感と彼らの分析的方法をそのまま」守って、明るい色彩と要所要所 色斑を用いて創作している点に要約している。そしてここでゾラが、印象派に欠けバスティアン＝ルパージュにはあ と ている「単純 技法的問題」とは、正確な輪郭を持つフォルムを描き出すアカデミシアンの「熟練した技」に他ならない。
ところが、 「印象派の代表」モネが向かっていたのは、これとは正反対の、線と形の放棄へつながる道だっ
たのである。というのも、印象派にとって重要なのは光である。光が物に当っ 作り出す様々な効果を捉えそれを自らの感覚 美的感性 フィルタをとおして画布に留めことが問題である。その き、物の不動の本質を表現しようと る正確な輪郭線は何の意味も持たな あくまで物に当たってい しかも時とともに変化する〈光の反映の様相〉が重要なのである。つまり、モネにとって問題は、もはやどういう〈物〉を描くかではなく、 〈物〉に反映している光が作り出す効果をどう描くか、ということ なる。
一八八八年から、モネは『積み藁』の連作を描き始める。これまで、畑に単に積ま てあるだけ 藁がモ







た。伝統的 によって培われた感覚 枠組みから外れることができなかった。やはりゾラには、絵にはしっかり何かが描かれていなければならなかったのである。朦朧と光に満ちたモネや印象派 絵は「性急な制作」による「おおよその ころ 満足」した仕上がっていない 、と映ったのであ 。こうし 、ゾラは、これら一連の評論で印象派を全然わ っていないと表明してしまっ 。
しかし、ゾラの自然主義小説を考えるとき、また文学
の一時代を画した彼 小説理論を考えるとき、彼の美術論にはそれと合致 も が流れており、バスティアン＝ルパージュを称賛す 姿勢も印象派への不満も、彼文学との関連性から理解 ことはできる。つまり 印
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象派を擁護しながら印象派が理解できない彼の絵画観は矛盾していると、あるいは支離滅裂であると、単純に言うことができない。文学にとっての「自然」と絵画にとっての「自然」は まったく異なる部分もあれば重なる部分もあったからである。ただ、ゾラは、要するにその文学的土俵から出ることができなかった。近代絵画にとって重要なのはまったく異なる「自然」の探究の方であることに気づかなかった。ある単位としての、多かれ少なかれ物語性を持つものとしての〈イメージ〉という、それまで絵画の常識であった一つの具体的〈物〉から脱却することができなかったのである。そ ために、印象派に、美そのも を、対象からもテーマからも独立しう まったく新たな美の可能性を、ついに見ることができなかったのだった。
かくして一八九六年、彼の美術評論の総決算ともいうべき最後のサロン評が、 『フィガロ』紙に掲載される。











が種蒔きに立ち会ったものの収穫物であっ が、まるで思いもかけていなかった異様なもの 見えて、私はすっかり仰天させられた！まず、私を捉えたのは、どの絵 も支配的な るい色調である。どれもがマネであり、モネであり、ピサロなのだ。 （……（さらに私の驚きを増幅し のは、転向者たちの熱中ぶりで 明るい色調を過剰に使うために、いくつかの作品は、あまりに長い間洗濯 て色落ちした布のように って る。新興宗教 、流行がそこに加わると、らゆる良識から飛び抜けてしまう恐ろしさがある。だから、私は、 が抜け、石灰化 、白亜のような不快な無味乾燥を感じさせるこのサロンを前に かつて 瀝青 暗いサロンが ほとんど懐か く ったくらいである。 （……（色斑についても同様で る。ああ、かつて、私 色斑 勝利 ため 激しく論争してきた ではなかったか！
　
マネを称賛したし、今なお称賛しているのではないか。それは彼が、事物や生きているものを、それ
が漬 っている空気もろとも、あるがままに、つまり様々な色斑とし 、しばしば光 満ち 斑 して描くことで、制作法を単純化したからだ しかし、私は予見し得たで ろう この画家の正当な理論が勝利
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は印象派の巨匠への歩みを始めていたと いう だろう。つまり、セザンヌは印象主義 何たるか 理解して自ら進んでそのグループに加わり、その可能性を追求し、自分たち 絵の意味をゾラに教えたが 作家ゾラには限界があって、無念にもセザンヌ自身の絵画 含め 真 印象派 がどういうものかついに理解できなかった、という筋道 なろう。事実、二人の友情の破局の原因をこうした筋道に従って解釈 ものは多い。しかし、この解釈の多くは、もっぱら後年のセザンヌを見てゾラを不明と断ずる傾向が強く、彼らがそれぞれの道を歩み出した時期を仔細に見ると矛盾に満ち る。
当時のセザンヌは、本当はどういう画家だったのか どういう画家にな としていたの 、ゾラとはどう
いう関係にあったのか。もしかするとセザンヌは、通説とは逆に、ゾラに影響を与え 以上にゾラから影響を受けていた かもしれない である。
（つづく（
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